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令和３年度資源リサイクル等の協力・連携可能性調査実施報告書 

 

資源リサイクル等の協力・連携可能性調査は、本財団の公益目的事業の一つ

として継続実施しているものである。 

今年度は、東日本大震災以降、再生可能エネルギー固定価格買取制度や自然

公園内での規制緩和、資源量調査等の支援制度の整備により、湯沢市内で積極

的に進められている地熱開発の取組みについて調査した。 

 

１  日  時   

令和３年１０月１８日（月）  午後１時３０分～４時  

 

２  場  所   

湯沢市「秋ノ宮山荘」及び「湯沢地熱株式会社  山葵沢地熱発電所」  

 

３  日  程  

（１）講演及び概要説明    

  ①講  演  

・演  題  「県南地域の地熱開発について」  

・講  師  地熱開発株式会社  調査役  岩  田  峻   氏  

（湯沢市地熱開発アドバイザー、   

       元秋田地熱エネルギ－株式会社  代表取締役社長）  

  ②概要説明   

「山葵沢地熱発電所について」  

   湯沢地熱株式会社  取締役社長  大 樂   良  二   氏  

（２）山葵沢地熱発電所視察  

 

４ 参加者 

  ２０名（別紙参加者名簿のとおり）  
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５  概  要  

  仲理事長のあいさつ後、岩田氏から「県南地域の地熱開発について」 

の御講演を大樂社長から「山葵沢地熱発電所について」御説明をいただ  

いた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）  県南地域の地熱開発について  

別添資料により、湯沢市における地熱資源の活用、上の岱地熱発電  

所の建設から運転開始まで、国による調査、地熱ポテンシャル、地熱    

発電の課題等について説明があった。その概要は次のとおり。  

 

Ⅰ．湯沢市における地熱資源の活用  

○日本三大霊地の川原毛地獄（他は青森県の恐山、富山県の立山）、 

小安大噴湯 (岩盤の割れ目から 98℃の熱水と蒸気が激しく噴出 )、  

院内銀山等の観光資源や泥湯、小安等の温泉、上の岱及び山葵地熱  

発電所がある。  

○地熱は、ゆざわジオパ－クにおける大きな目玉となっている。  

○ＤＯＷＡと湯沢市の関わりは、地熱開発の他、前身の藤田組が、明  

治 39 年から昭和 22 頃まで稼働していた、松岡鉱山（銀等を採掘） 

がある。  

  ※川原毛地獄  

川原毛鉱山の硫黄採掘跡地で、無数の噴気孔や高温強酸性泉が湧  

 

仲理事長あいさつ  
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   出し、硫黄鉱が露出している火山地帯である。また、沢底からは、 

温泉が湧出し、下流には高さ 20ｍの温泉の滝（大湯滝）があり、多  

くの観光客が露天風呂として利用している。栗駒国定公園内に位置  

し、湯沢市の主要な観光資源となっている。  

       

 Ⅱ．上の岱地熱発電所建設まで  

  ○1971 年（昭和 46 年）に秋田市飯島にある秋田製錬（亜鉛製錬所） 

への電力供給を目指して調査を開始した。  

○1972 年から小安温泉地域を中心に小口径（坑底〔一番深い所〕で  

φ100mm 程度）の調査井を掘削し基礎調査を開始した。さらに、上  

の岱地域も並行して調査を進めた。  

  ○1980 年には、上の岱地域で国の補助を受け大口径（坑底でφ 220mm 

程度）の調査井を掘削し、噴気に成功した。  

  ○1981 年から同和鉱業株式会社（現ＤＯＷＡホールディングス (株)）   

と東北電力 (株)との共同調査を開始した。  

  ○1994 年（平成 6 年）営業運転を開始。ＤＯＷＡは、 1986 年に設立

した秋田地熱エネルギー (株)が、蒸気を生産し東北電力に供給。  

※当時は、電力会社に電力を供給する発電事業者になることができ  

なかったため、蒸気生産から発電までの一貫開発ができなかった。 

※現在、蒸気は、事業継承により 2008 年１月から東北水力地熱 (株) 

（現東北自然エネルギー (株)）が供給。  

   

Ⅲ．国による調査  

  1973 年（昭和 48 年）から栗駒北部地域で、地熱基礎調査、地熱開  

発精密調査等を国で行い、本調査で確認された地熱有望地域として、 

山葵沢地域、秋の宮地域、桑の沢地域を抽出し、地熱開発促進調査が  

実施された。  

※地熱開発促進調査（秋田県鉱山誌〔平成 17 年 3 月発刊〕より抜粋） 

    1980 年（昭和 55 年）に創設された制度で、国が新エネルギー総

合開発機構（現国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発

機構(NEDO)）に補助し、全国の地熱有望地域について、地熱資源量

調査、環境調査を含む総合調査を行い、民間開発を誘導する事業。

1992 年（平成 4 年）からは、次の 3 つのレベル設定し調査が実施さ

れた。  
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  調査Ａ（広域調査）→調査Ｂ（概査）→調査Ｃ（精査）→  企業開発、

発電所建設へ  

調   査  内     容  面   積  期  間  

調査Ａ  

（広域調査） 
地熱資源賦存の可能性を検討  100～ 300km2 3 年  

調査Ｂ  

（概査）  
貯留層確認、地熱系ﾓﾃﾞﾙ作成  50～ 70km2 3 年  

調査Ｃ  

（精査）  

大口径調査井による資源量の把

握、精査地域の抽出  
5～ 10km2 4 年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）これまでの調査結果と地熱ポテンシャル開発事業等  

   湯沢市東部で国及び民間会社により、 150 本のボ－リング等の調

査が行われた。この結果、高松岳及び小安岳を中心に高温度帯の広

がりが確認され、本地域の地熱ポテンシャルは、全国有数であるこ

とが明らかになった。  

２）湯沢市における地熱発電・調査状況   

上の岱（認可出力 28,800  kW）及び山葵沢（認可出力 46,199  kW） 

の２つの地熱発電所（栗駒国定公園外）が稼働している他、木地山・ 

下の岱地域では、木地山地熱発電所（仮称、出力 14,900kW）の新  

設が発表（ 2020 年 11 月）され、小安地域では、かたつむり山地熱  

発電所（仮称、出力 15,000  kW 級）の建設着工（2021 年）を予定し  

ている。また、矢地ノ沢地域は、発電所建設（ 2,000  kW）を目指し  

地熱開発調査を行っている。※３地域は栗駒国定公園内  
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３）主要自治体別地熱ランキング  

   地熱発電所の設備容量は、湯沢市は市町村別で全国３番目、秋田     

県は都道府県別で２番目となっている。  

４）湯沢の地熱発電今後の課題  

○貯留層の割れ目や坑井内にシリカスケールが付着し、蒸気量や熱  

水が減衰するため、スケ－ル除去や補充井の掘削が必要となり、

維持・管理に多大なコストがかかる。  

   ○地熱発電所を建設するまでには、調査から開発まで長い時間と多  

額の投資費用がかかり、効率的な調査、試験等の技術開発が必要  

である。  

   ○地熱資源は、多くが自然公園内に賦存し、周辺は温泉地となって  

いる場合もあり、地熱開発に当たっては、自然環境や地元温泉事 

業者との共存を図っていく必要があるなどの課題がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜岩田氏の略歴＞  

1987 年（昭和 53 年）に同和鉱業 (株 )（現ＤＯＷＡホールディングス

(株)）探査部地熱開発室に配属されて以来、同室小安地熱開発所、秋田地

熱エネルギー (株)に 30 年間勤務し、上の岱をはじめ、県南地域（湯沢市、

雄勝町、皆瀬村：現湯沢市）での地熱開地熱開発事業に従事し、現在も  

地熱技術開発(株)の顧問、湯沢市地熱開発アドバイザーとして、事業者や

市民からの地熱開発等に係る問合せに対し、中立的な立場で透明性をもっ

て助言を行うなど活躍されている。  

 

岩田氏による講演  
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＜参考＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内における国レベルの地熱資源調査及び民間における主要施設  

 （「東北地熱資源開発促進連絡協議会、 1991」を修正）  

 

         秋田県鉱山誌（平成 17 年 3 月発刊）より  
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（２）  山葵沢地熱発電所について  

大樂社長からパンフレット等の資料により説明を受けた後、発電所  

を視察。その概要は、次のとおり。   

・  山葵沢地熱発電所は、定格出力 46,199kW で国内４番目の規模で

2019 年 5 月に運転開始した。国内で１万 kW を越える大規模地熱発

電所の稼働は２３年ぶり。（ 1996 年に大分県九重町の九州電力滝上

地熱発電所、認可出力 27,500kW 以来）  

・  発電量は、一般家庭約９万世帯分の消費電力に相当する全国有数の

発電所。  

                                                                        

①  発電所の概要  

・  所在地  湯沢市高松字高松沢及び秋ノ宮字役内国有林内  

・  敷地面積  約 150,000 ㎡  

・  認可出力  46,199  kW  

・  発電方式  ダブルフラッシュ方式  

・  運転開始  ２０１９年５月（令和元年５月）  

・  生産基地  ３箇所、生産井９坑（掘削長 1,500～2,000m）  

 蒸気量約 260ｔ/ｈ、熱水量約 600ｔ /ｈ  

 坑口温度約 250℃  

・  還元基地  ２箇所、還元井７坑（掘削長 1,500～2,000m）  

・  送電線  横堀変電所まで約 18 ㎞、鉄塔 70 基  

・  発電事業者  湯沢地熱株式会社  

（出資者  電源開発 (株 )、三菱マテリアル(株)、三菱ガス化学(株)） 

・  従業員数  １１名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大樂社長による概要説明  
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             山葵沢地熱発電所位置図 

 

提供：湯沢地熱㈱  

山葵沢地熱発電所全体図 

 

提供：湯沢地熱㈱  
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②  基地の配置と設備  

 湯沢市高松及び秋ノ宮地域の標高 930m から 680m の地点に発電設

備設のほか、三つの生産基地と二つの還元基地を有している。  

 発電施設との間には、県道 310 号線に沿うように約 2.4km にも及ぶ

還元熱水輸送管が敷設されている。  

 周囲の景観に配慮し、発電所建屋の色はベ－ジュ系及びブラウン

系、輸送管の色はベ－ジュ系で塗装している。  

 光ファイバーなどの先端機器を使用して熱水の漏洩や温度変化を

遠隔で探知できるようにして、環境や安全に配慮している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所の敷地内設備（提供：湯沢地熱㈱）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

主変圧器棟 発電所本館 
（ﾀ-ﾋﾞﾝ棟） 

冷却塔 気水分離器 

生産井 還元熱水輸送配管 熱水ピット 減圧気化器 
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③  地熱発電の仕組み（提供：湯沢地熱㈱）  
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        山葵沢地熱発電所蒸気タ－ビン及び発電機  

 

予備の蒸気タ－ビン 

 

冷 却 塔 

ＷＡ生産基地 

タ－ビン翼 

高圧 5 段 

タ－ビン翼 

低圧 4 段 

タ－ビンや発電機

の塗装については

は、湯沢市の花や

木の色である「さ

くら」と「けやき」

をイメージしたピ

ンクやグリ－ンで

塗装されています 
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（３）  所  管    

①  地熱資源開発  

 本鉱業会会員企業である、三菱金属鉱業 (株 )（現三菱マテリアル

（株））が亜鉛製錬所の安価な電源確保のため、地下資源開発の技

術を応用し 1965 年（昭和 40 年）に鹿角市八幡平地域で、 1971 年

（昭和 46 年）には同和鉱業 (株 )（現ＤＯＷＡホールディングス

(株)）が、旧皆瀬村小安地域での地熱調査着手が端緒となり、県内

での地熱開発が進んでいることには、非常に感慨深いものがある。 

②  地域と共生した開発  

 湯沢市では、上の岱及び山葵沢地熱発電所が稼働している他、３地

域で地熱発電所の建設に向けた調査が進められている。  

 建設が計画されている地域は、温泉地で栗駒国定公園内であること

から、地元住民や温泉関係者の理解を得ることが必要不可欠である

が、計画は順調に進んでいると思われた。  

 

気水分離器を背景に撮影 



- 13 - 

 

 また、稼働している二つの地熱発電所も温泉関係者等とのコミュニ

ケーションが図られ、良好な関係が維持されていると感じられた。 

 これまで開発に携わってきた事業者が、地元温泉業者等が抱く地熱

発電所の建設、運転による温泉への影響等の懸念に対し、科学的な

調査と適正な評価を行い、理解を得られるように情報提供などに努

め、良好な関係を構築してきた結果だと考える。  

③  課題等  

 山葵沢地域では、本格的な調査（促進調査、調査Ｃ）が 1993 年（平

成 5 年）開始してから地熱発電所の運転開始まで２６年間要し、長

い時間と多大な開発費用がかかっている。  

 また、一般的に坑井掘削後には、坑井内や周辺岩盤の割れ目にシリ  

カ等のスケ－ルが付着し、年々噴出量、還元量が減少し、定期的な

除去や補充井（代替井）の掘削が必要となり、維持管理費用が大き

い。  

 今後、地熱開発がさらに促進されることにより、技術開発が進み、

調査開発等の初期投資や維持管理費用の低減が期待される。  



１ 理 事 長 　仲    雅 之　　小坂製錬(株)  代表取締役社長

２ 副理事長 　善　　英 喜 三菱マテリアル(株)  秋田製錬所長

３ 理    事 　富 樫 林太郎 秋田製錬(株)  代表取締役社長

４ 監　　事 　齋 藤    渉   ＤＯＷＡホールディングス(株)  秋田事業所所長

５ 評 議 員 　鈴 木  一 成　　秋田ジンクソリューションズ(株)代表取締役社長

６ 評 議 員 　船 木  澄 子 マテリアルエコリファイン(株)　秋田工場長

７ 　吉 田　尚 弘 秋田製錬(株)　常務取締役

８ 　武 田  和 明 秋田製錬(株)　技術部

９ 　今 井　  実 ＤＯＷＡホールディングス(株)　秋田事業所顧問

10 　岩 本  賢 治 日本新金属(株)　秋田工場長

11 　片 桐  　学
日本新金属(株)　秋田工場
　設備技術グループ　グル－プリ－ダ－

12 　佐 藤　重 樹 (株)日本ピージーエム　代表取締役常務

13 　田 中  雅 博 八幡平グリ－ンエナジ－(株)　取締役社長

14 　川 上  伸 作　 一般財団法人秋田県鉱業会　事務局長

15 講　　師 　岩 田   峻
地熱技術開発(株)　調査役
（湯沢市地熱開発アドバイザー）

16 　岸　　　勉
産業労働部エネルギー・資源振興課
　エコタウン班　 主幹兼班長

17 　篠 木  優 志
産業労働部エネルギー・資源振興課
　エコタウン班　 主  事

18 　佐 藤  直 彦
産業労働部エネルギー・資源振興課
　新エネルギー活用班　 主　査

19 　三 上  涼 星
産業労働部エネルギー・資源振興課
　新エネルギー活用班　 主  事

20 湯 沢 市 　白 土　大 地 総務部企画課　 企画政策班　主　事

令和３年度　一般財団法人秋田県鉱業会調査・視察参加者名簿

参　　加　　者　　氏　　名　　等

　一般財団法人秋田県鉱業会

秋 田 県



令和3年度 資源リサイクル等の協力・連携可能性等調査

「県南の地熱開発について」

令和3年10月18日

地熱技術開発株式会社 調査役

岩田 峻



Ⅰ. 湯沢市における地熱資源と活用

 温泉 （泥湯温泉、秋の宮温泉、小安温泉、湯の沢温泉、大湯温
泉、川原毛、大湯滝）

 熱利用（暖房、温室、乳製品加工、乾燥食品）

 観光名所（川原毛霊山、小安大噴湯、大湯滝ほか）

 旧鉱山（川原毛硫黄山、院内鉱山、松岡鉱山ほか）

 教材 （院内異人館、院内銀山跡、川原毛、上の岱発電所PR館、
山葵沢地熱発電所*、高松地区センター展示コーナー、ジオサイト
ほか）

 地熱発電（上の岱地熱発電所、調査・建設中の各地点）

＊は建設中

＊地熱は湯沢ジオパークにおける大きな目玉



川原毛と高松岳・小安岳

令和元年7月28日

川原毛地蔵菩薩例大祭



観光・教材



DOWAと湯沢市との関わり

同和鉱業（株）西田 堯 第9代社長

・松岡鉱山
・菅 礼之助 先生

（第４代会長）



Ⅱ. 上の岱地熱発電所建設まで

 １９７１年 同和鉱業（株）予察調査（秋田製錬への電力供給をめ
ざす）

 １９７２年～ 小安地熱開発所、基礎調査（含：地表調査、小口径
調査井掘削、環境調査）

 １９８０年～ 開発可能性調査（含：大口径調査井掘削、噴出試験、
地熱ポテンシャル総合解析）

 １９８１年～ 東北電力（株）と発電可能性共同調査

 １９８６年 秋田地熱エネルギー（株）設立

 １９８８年 一斉噴出試験、貯留層シミュレーション、適正規模判
断

 １９８９年 東北電力（株）と上の岱地熱発電所共同開発に関する
基本協定締結（発電規模：２７，５００ｋW）

 １９８９年～ 環境影響調査、保安林解除など諸手続き

 １９９１年 電源開発調整審議会（電調審）の承認

 １９９４年 発電所運転開始（蒸気生産開始）



一斉噴出試験



Ⅲ. 国による調査

全国地熱基礎調査「栗駒北部」

地熱開発精密調査「栗駒北部」

発電用地熱開発環境調査「上の岱」「下の岱」

地熱開発促進調査「湯沢雄勝地域」「皆瀬地域」

補足：上の岱運転開始後

地熱開発促進調査「山葵沢地域」」「秋ノ宮地

域」「桑の沢地域」ほか



国による調査



・これまで国および民間会社により湯沢市南東部では、

合計約150本の大小ボーリングが行われた。

・大半の掘削長は1,000メートルを超す（500－2000＋

メートル）

・このように精力的な調査が行われた地域は他にない。

・調査によって極めて精度の高い地下情報が

得られている（地質、地下温度、地熱流体の動きなど)

１）これまでの調査結果と地熱ポテンシャル



大湯温泉

泥湯

小安

上の岱

山葵沢

秋の宮

皆瀬ダム

小安岳
高松岳

・
高
松
岳
・
小
安
岳
を
中
心
に
高
温
度
帯
が
拡
が
る

・
こ
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ら
の
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十
万
年
前

・
温
泉
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地
熱
発
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所
は
こ
れ
ら
の
山
々
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高
温
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く
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国
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園
内
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現
在
、
公
園
内
で
も
発
電
所
建
設
に
向
け
た
調
査
を
実
施
中

栗駒国定公園



地熱開発事業

木地山・下の岱地域
地熱開発調査

小安地域 地熱開発調査
かたつむり山発電所(仮称)矢地ノ沢地域

地熱開発調査

・２つの地熱発電所
・３つの開発調査地域



湯沢市における地熱発電 ・調査状況

地域名 事業者名 資本ほか 現 況

上の岱地熱発電所 東北電力（株）
蒸気供給は東北自
然エネルギー

設備容量
28,800 kW
（平成６年運転
開始）

山葵沢地熱発電所 湯沢地熱（株）
電源開発
三菱マテリアル
三菱ガス化学

平成31年５月運
転開始（46,199 
kW)

木地山・下の岱地
域

東北自然エネルギー
（株）

東北電力
木地山地熱発電
所（仮称）を建
設予定

小安地域 小安地熱（株）
（平成30年9月設立）

出光興産
国際石油開発帝石
三井石油開発

かたつむり山地
熱発電所（仮
称）を建設予定

矢地ノ沢地域
（有）いなずみ
オリックス（株）

同左 調査中



自治体名
認可出力
（kW)

地熱発電所名（建設中を含
む）

１ 大分県九重町 157,990 滝上、九重、大岳、八丁原、
滝上バイナリ-

２ 岩手県雫石町 80,000 葛根田

３ 秋田県湯沢市 74,999
（計画中計：約

30,000）

上の岱、山葵沢
（計画中：かたつむり山、
木地山、矢地ノ沢）

４ 福島県柳津町 60,000 柳津西山

５ 秋田県鹿角市 59,500 澄川、大沼

主要自治体別 地熱発電認可出力ランキング

出典：日本地熱協会ほか



湯沢の地熱発電 今後の課題

・永続性

・技術革新・開発コスト削減

・温泉と発電事業の共存

・地域社会との共存、貢献

・観光業との効果的な連携

・ローカルエネルギーとして

・ジオパーク事業との連携



週間 東洋経済

2021年1月30日号掲載

２０１９年
湯沢市はJOGMECより
「地熱モデル地区」に認定




